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Abstract 

Japanese Cosmetic Science Society (J.C.S.S.) established in 1975 has already had a history of a quarter cen・

tury. The society was needed to be born from the assurance of safety in the field of cosmetics. In th巴自rstperiod 

of its history, the society had some prob］巴msof th巴irmanagement and finance. However, their leaders e仔orts
solved those problems and the society began to progress smoothly. Now, the society has become a very indispen 

sable organization of Japan巴seCosmetic Science. Cosmetic industry had been treat巴das a model case of fr巴巴

trade and moderating regulations. In 2001, the n巴wregulation syst巴mhas been carried out. The new era has 

come. Comparing to the time of establishm巴ntof th巴Society,ev巴ryaspect in the白巴Idof cosmetics such as quaト

ity of ingredients, manufacturing equipment, quality ass町油田basedon GMP, containers and packaging, has re-

markably progress巴d.From now on, the direction of activities of the Society will be interactive exchange of cred-

ible information between cosmetic enterprises and their consumers, like as EBM for medical care. 
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1 発足の頃

日本香粧品科学会は昭和50(1975）年に ll名から

なる設立発起人会を開き，翌1976年3月20日に設立

を宣言し，化粧品および香料の安全性に関心のある関

係者に入会を勧誘し，同年5月四日 大京町の野口

記念館ホールに200名をこす参加者を集め第 l回学術

研究会を発足させた。

当時の日本は昭和30年代の経済の大躍進に続き40

年代も著しい経済成長を続けていた。しかし，40年

代に入って四日市， 川崎などの工業地帯の大気汚染，

哨息患者の多量発生，東京環状7号線の光化学スモッ

グ等の排煙，排気ガスにより大気汚染が無視できなく

なっていた。これらの現象は日本のみならず欧米でも

重要視されていた。また合成洗剤汚染により玉川浄水

場が機能しなくなり，水質汚染や洗剤の生分解性の問

題がクローズアップされてきた。
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大戦後の経済発展を支え，人類の生き方に大きな影

響を与えたものにペニシリンを始めとする抗生物質の

登場やDDT,BHCに代表される殺虫剤による病原菌

媒介昆虫の撲滅が大幅な衛生状態、の改善をもたらし感

染疾患による死亡の大幅な低下を達成し，人々の活動

の範囲を大きく広げることに貢献した。しかし， 30

年代末期よりサリドマイド奇形，スモン病の発生があ

り，また南極のペンギンの体内からBHCが検出され

るなど生態系への蓄積の問題が認識されるようになっ

た。

すなわち科学技術の進歩や経済の発展は人類の生活

に対して単純に利便を与えるだけではなく逆に人類の

生存に著しく不利益をもたらす要因を同時にもつこと

を認識せざるを得ない段階に達したことになる。

化粧品に関しでも終戦直後の物質不足の混乱期に製

造された本来化粧品とはいえない品質不良の化粧品の

使用の影響や一部薬効をもっ物質の安易な配合による
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